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全体の動き（3⽉以降）
• 任命問題について：4⽉に声明「⽇本学術会議会員任命問題の解決を
求めます」を発出したが、特に動きなし
• 報告書「⽇本学術会議のより良い役割発揮に向けて」

• 国際活動の強化、⽇本学術会議の意思の表出と科学的助⾔機能の強化、対話を
通じた情報発進⼒の強化、会員選考プロセスの透明性の向上、事務局機能の強
化の5点を中⼼に。

• 具体化した提案ではない。今後の検討項⽬の洗い出しという位置づけ
• 総合科学技術・イノベーション会議（CSTI)との政策討議 などによ
る政府との討議、調整が続いている。
• 学術的助⾔機能・「提⾔」のあり⽅ という本質的な議論が内部でも⾏われて
いる。

• 分野からのボトムアップ的な「意思の表出」だけでなく、総合的・俯瞰的観点
からの助⾔、分野横断的な視点が必要なものを強化する⽅向性

• 次回総会は12⽉2-3⽇

ニュースメールをtennetに展開もしておりますが、
学術会議(CSTI)web pageには資料が掲載されております。
報道等で ン？と思ったらご確認ください。



https: になっています。
bookmark変更おねがいします



第3部（理⼯系）での動き
• 3部の中でどう協調が可能か、をさぐるために分野別委員会を
横断する意⾒交換会を実施し、共通点の洗い出しなどを⾏なっ
た。
• COVID-19への対応、カーボンニュートラル、超巨⼤災害、研究基盤、

教育、学術分野振興、産業競争⼒、医療・⽣命との連携、データ情報
利⽤など

• 24期天宇で⾏なってきたキャリアパス問題は、「社会における雇⽤形
態の変容の中での研究者の育成と⼤学院の役割(仮題)」といった整理
で新たな課題別委員会「我が国の学術の発展・研究⼒強化に関する検
討委員会（研究⼒委員会）」との連携が考えられている。
研究⼒委員会には物理から梶⽥さん（宇宙線研）腰原さん（東⼯⼤）
が参加。
https://www.scj.go.jp/ja/member/iinkai/kenkyuryoku/index.html


